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｜医学系研究科医科学轍（生体情報学） ｜ ～4ーI I 細胞機能糠欄学講座
遺伝生態研究センター I / I i 脳機能解析構築学講座








加齢脳・神経研究部門（1分 野川／ ！ 環境遺伝生態機能学講座
反応科学研究所反応設計研究部門（1分野） ｜／ ｜ 進化生態科学講座
反応、解析研究部門（1分野 r I （植物構造機能進化学講
有機資源・材料科学研究センター（1分野｜ - ~ 1 （地域生態学）
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教員数教授 22 26 
（基幹〉助教授 21 26 
助手 18 15 
合計 61 67 
前期課程学生数 32 （概数） 106（各年度）
後期課程学生数 16 （概数） 47（各年度）
事務職員 14 （概数） 11 （旧遺生研）
（残りは学科担当で旧母体）





















・- . - . ・-:: :1七i.
． 研究科設立と学部教育との関係
研究科設立前のシステム ~ ~ 設立後のシステム
（理学研究科・理学部D ；： ｜旧遺伝生態研究センターの教員
理学部生物学問 ：； ｜ ｜旧加齢医学研究所の教員
理学部化学科」 ｜進学 1 ~ ｜兼任
ー ： 理学部生物学科｜




（農学研究科・農学部） ~ ~ • • 
農学部生物生産学科 ~ ~ 寸 I I 
ィ、 i：農学部生物生産学科｜ I I 
農学部応用生物化学科 、 ： 』－ I 
｜進学 ~ ~農学部応用生物学科l 他学部
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第 1期試験は、他の大学院に 1カ月ほど先立ち、 8月初旬に実施している。基礎的な学力、英語、
























(4) 前 期 2年の課程 l期試験専門試験科目











3 有 機化学 有機化合物の構造，反応，合成






6 細胞生 物 学
細胞の構造と機能，細胞内輸送，細胞内情報伝達，細胞骨格，細胞周期，細胞
分裂，細胞問相互作用
7 動 物 発生・生理学 生殖細胞と受精，からだの形づくり，細胞分化と組織維持機構，免疫
8 植物発生・生理学 受精と初期発生，伸長成長，形態形成，植物ホルモン，環境シグナル応答性
9 脳・神経 科 学
神経情報の伝達と統合，感覚の受容と情報処理，神経系の発生と可塑性，高次
脳機能と認知科学














である。定員 106名に対して、応募者は年々増加の傾向にあり 、平成 17年には約 2倍、入学者に
対して約 1.8倍となっている。 I期試験の倍率は 140名から 150名の応募者があり 、1.5倍程度で










































入学年度 H13 H14 H15 H16 
入学者数 121名 106名 115名 107名
（本学・他大学） (60・60 (57・49) (49・66) (51・56)
規定年数内修了者 107 (88%) 95 (90%) 95 (83%) 95 (89%) 
（本学・他大学） (52・55) (50・45) (40・55) (44・50
次年度修了者 2 (2%) 3 (3%) 4 (3%) 一
（本学・他大学） (2・O) (2・0 (2・2)
未修了在学者 。 。 3(3%) 9 (8%) 
（本学・他大学） (2・0 (5・4)
退学者 12 (10%) 8 (8%) 12 (10%) 3 (3%) 
（本学・他大学） (6・6) (5・3) (5・7) (2・0


























































































入学年度 H13 H14 H15 
進学・編入学者数 34名 36名 44名
（本学 ・他大学） (23・11) (24・12) (36・8)
規定年数内修了者 16 (47覧） 18 (50覧） 26 (59覧）
（本学 ・他大学） (13・3) (13・5) (13・5)
次年度＋次次年度修了者 7+4 (32%) 8+ (22覧）
（本学 ・他大学） (4+3・2+2) (5・3)
未修了在学者 1 (3覧） 3 (8覧） 9 (20覧）
（本学 ・他大学） (1・0) (2・1) (9・0)
退学者 6 (18気） 7 (19覧） 9 (20紛


















内 国 計 内 国 計 内 国 計
民間企業 2 2 (13) 2 2 ( 8) 5 5 (13) 
大学 2 2 (13) 5 3 8 (32) 8 1 9 (24) 
その他研究機関 3 1 4 (25) 4 4 (16) 2 2 (5) 
ポスドク 2 3 5 (31) 5 1 6 (24) 10 1 11 (29) 
研究生・未定 3 3 (19) 4 1 5 (20) 10 1 
11 (29) 
計 10 6 16 20 5 25 













































































































研究指導 講義等 施設設備 全体

















































































































社会貢献の lっとして研究成果の外への発信があり 、その lつは論文ならびに著書 ・総説の発表
といえる。図 4-3の上段に、生命科学研究科の基幹講座の専任教員（概ね 70名）による平成 13
年度～17年度の年間の論文発表総数（青色）、著書 ・総説の発表総数（紫色）を示した。また、下
段には、論文発表総数の内、ISIに掲載されている論文数と 、その掲載誌の平均インパク トファク




























ト咽 3 Hl4 ト咽 5 ト咽6 ト咽7




















































の分子 ・細胞 ・個体レベル統御機構の研究J、「環境変動下における高次生命システムの創出 ・維持 ・
保全の研究」、「高次生命現象の統合的理解のためのゲノム、ポストゲノムの研究Jを掲げた。




















































広く一般市民の参加を募った。平成 17年度 第 2回「生命科学研究科フォーラム」では、第 7回
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次に、国際的な共同研究としては、 IGBP(International Geosphere Biosphere Program）や Glopnet



















・国際 的 な 共 同 研 究 ・研究協力
・国際共同研究計画IGBP(International Geosphere Biosphere Program）への参画
• Glopnet (Global Plant Trait Network）への参画
・アジア（タイ，ラオス，ミャンマー，中固など）の野生イネの自生地保存への取組
．韓国と貝毒・赤潮毒に関する共同研究
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実施することとし、本研究科でも昨年平成 17年 9月と 11月に、平成 16年度の部局自己評価を取

























































































委員 主／介、 和 彦（日本水産株式会社中央研究所長）
委員 山 田 英（アンジェス MG株式会社社長）
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